
文化庁委託事業
カイロ旧市街、住民参加
の保存まちづくり

連健夫

JCAABE一般社団法人日本建築まちづくり適正支援機構代表理事



日本学術振興会カイロ研究連絡センターの深見奈緒子セ
ンター長から声がかかり、JCAABE日本建築まちづくり適
正支援機構が受託者として、2021年～実施している事業

事業趣旨：カイロ旧市街は世界遺産にもかかわらず、歴
史的建築物や街並みの保存において不十分な状況で、建
物の風化や空き家、空き地の荒廃、違法建築やゴミや交
通問題などを抱えている。そこで、住民参加によるまち
づくりにより、建築や街の価値を理解し、共有すると共
に、歴史的な建物の保存、修復活動、街の生活環境を目
指し、持続可能な保存まちづくりに繋げる。



メンバー

 ■カイロ側

 ・深見奈緒子(日本学術振興会カイロ研究連絡センター)

 ・柏木裕之（太陽の船、東日本国際大学）

 ・サラー・ザキー（アズハル大学）

 ・アラー・ハプシ―（メヌーフィア大学）

 ・ムハンマド・アブサダ（文化省、NOUH）

 ・パイジーシャラビー（文化省、NOUH)

 ・アムル・アブデュルカリーム(エジプト観光考古省）

 ・アフメド・セドキー（建築家）

 ・リハーム・アラム（USAIｄ）

 ・高橋暁（ユネスコカイロ事務所）

 ・ジェフ・アレン（ワールドモニュメントファンド）

 ■日本側

 ※連健夫（日本建築まちづくり適正支援機構）

 ・布野修司（日本大学）

 ・岡田保良（国士舘大学）

 ※荒牧澄多（川越まちづくりNPO役員）

 ※磯野哲郎（国際開発センター）

 ・檜山元一郎（日本設計)

 ・宍戸克実（鹿児島県立短期大学）

 ※松村哲志（日本工学院専門学校）

 ※市古太郎（東京都立大学）

 ・苅谷勇雅（日本イコモス）

 ※JCAABEメンバー



2021年度  ・日本側からのオンラインレクチャー、住民ワークショップの実施

 ・スークシラーハ通りの6つの歴史的建物のリノベーション案を作成

Multi- Purposed Zone

CRAFTS NODE

GASTORONMY
NODE

CULTURAL
NODE

Hara al-Yakaniya/Souq al-Silah Administration Unit 

Income Generating 
Community Service 

Evening Expenses Subsidized 

1) Gastronomy 
a) Bakery 
b) Restaurant 
c) Central Kitchen 
d) Kitchens at 

communities 

1) Children 
a) Nursery 
b) Entertaining 

1) Children 
a) Care Center 
b) Educational (kuttab) 
c) Educational (arts & 

crafts) 

2) Crafts 
a) Craft Exhibition area 
b) Craft Museum 
c) Craft Market 

2) Women 
a) Haramlik al-Hara 
b) Beauty Sallon 

2) Women 
a) Wedding Center 

3) Cultural 
a) Bookstore 
b) Movie theatre 
c) Boutique hotel to 

support crafts and 
Gastronomy 

3) Men 
a) Administrative office for 

trades, and crafts and 
urban management 

3) Men 
a) Fitness Center 

 4) Elders 
a) Physical Therapy Center 

4) Elders 
a) Literacy Center 

 



住民

ファシリテー

ター

行政
住民からの意見

resident

住民

住民

ファシリテー

ション

ファシリテーター

←建築家

←都市プランナー

←ヘリテージマネージャー

←etc.

2022年度
 ・ファシリテーター養成講座をエジプトの建築家・専門家に行う。

 ・住民ワークショップを行い、ファシリテーションを実践する。



1st & 2nd

• ファシリテーター

とは何か？(連）

•ファシリテーショ

ン技術(連）

3rd & 4th

•市民と協働する

ための手助け

（松村）

•事前復興まちづ

くり（市古）

5th & 6th

•カイロのイスラム

建築の特徴

（深見）

•エリアマネージメ

ント（宍戸）

7th, 8th, 9th

•文化遺産のソフト

とハード（岡田）

•建築保存と景観

（苅谷）

•川越の伝統工芸と

まちづくり

（荒牧）

10th & 11th

•リノベーションに

よる現代化

（磯野）

•ヴァナキュラー建

築と建築家の役割

（布野）

6,7 8 9,10 11 12,1
①交通計画WS

②ゴミ問題WS

③防災WS

④歴史的建築物再利用WS

⑤無形遺産WS

⑥建物メンテナンスWS

⑦伝統工芸WS

⑧観光と居住WS

⑨空き家空き地利用WS

ファシリテーター養成講座（11回）
住民ワークショップ（９回）



JCAABE発行、まちづくりファシ
リテーター養成講座修了証

ZOOM受講終了時に受講者が意見・感想を
記入するアンケート



第4回オンラインまちづくりファシリテーター養成講座:事前復興まちづくり(市古太郎氏)



リスク＝ハザード×脆弱性である。地域でのイベントは人の繋がりを作り脆弱性を下げ、リスクが下がる



2022年
8月18日～26日
苅谷氏と連で
カイロ訪問

カイロ旧市街
（世界遺産）



ファシリテーターと事前打合
街歩きのコース、役割分担の確認

住民ワークショップ（女性）、
事前復興まちづくりの説明



街歩き
災害時に危ないと所
復興時に役にたつ所を指摘する。
※ポインター（指示棒）は住民が持つ



ファシリテーター
の進行による
グループ
ディスカッション



【グループ発表】
・どこが危ないか、
復興時に何が役に立つか、
安全にするためにはどうす
ればよいか



男性の住民ワークショップ、
（別日に実施）
※一緒にすると女性が十分
に話すことができない。



地図に歩いたコース、
指摘したものを書き込む



グループ発表の後、全体のまとめを
アラー教授、深見氏と共に行う。

アラー氏に赤坂の手ぬぐいを
プレゼント



何が得られたか？

袋小路は災害時に問題になる場所と指摘しつつ、それがカイ
ロの街の特徴であることを住民は理解している。地域でその
ことの共有が必要であることが認識された。

混雑している交通の問題やゴミの問題が防災にも関わってい
ることが認識された。

空き地は復興時に役に立つが、ゴミのたまり場にもなってい
るという状況がある。

風化した建物を危ないとして、取り壊すことになると、保存
すべき建物も解体となってしまうジレンマがある。

サビール（水飲み場）の再生事業を行い、その水を防火に使
う、といった歴史的背景を踏まえた提案があった。



日本学術振興会カイロ研究センターにて、
現地の専門家を招いて、講演と意見交換
「歴史的建築物・景観の防災、耐震対策」（苅谷）
「テヘランの歴史的市街地の現状保存再生」（苅谷）
「参加の建築設計、住民参加のまちづくり」（連）
ジェントリフィケーションの課題等が浮き彫りになる



ワールドモニュメントファンドの補修プロジェクト訪問
（Takyeh a l-Gulshani/タキエ・ゴルシャーニー）



既存マーケットの活動も含めて修復する



エジプト環境庁等、ステークホルダーを招いてプレゼンテーション
→ポジティブな反応は得られなかったが、共有できたのが成果！



ユネスコ、カイロ事務所訪問
→助成含め、協力は可能

日本大使館訪問、岡大使と面談
スークシラーハのプロジェクト
を説明、協力依頼→現地訪問



バイトヤカンは活動の中心地、
古い建物のリノベーション、
アラー教授の自宅、書斎、
会議室、ホテルの複合施設、
地域に開放されている。



1階は中庭と開放部屋、工房 ２階は会議室、書斎

3階は宿泊施設



２階
書斎

3階、宿泊室



ガーマ・アズハル訪問、深見氏の専門的説明
普段のモスクの状況を観ることができた。



歴史的な建築が日常的に使われている



お札にもなっているカーイトゥべ―イ
伊東忠太が絶賛した建築



ギザのピラミッド訪問
2021年にできた仮設レストラン
「9ピラミッドラウンジ」



カイロ周辺建物：違反建築は容赦なく解体される。
色のついた壁は解体後に現れた内壁



まとめ
ファシリテーターの役割分担を明確にして住民ワークショッ
プを実施することができ、トレーニングの機会となった。

住民ワークショップにおける小物：ポインターは有効である。
住民自身が持ち、判断するので、主体が明確になる。

バイトヤカンは個人の持ち物ではあるが地域に開かれている。
水が飲める場、広場、それを囲む部屋が効いている。

※サビール（水飲み場）とクッターブ（寺小屋）の現代版！

交通とゴミ問題、空き家、空き地、風化建物が大きな課題

→小さくても目に見える環境改善が求められる。


